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KAKEHASHI Project（招へいプログラム）  

米国（日系人青少年第 2陣）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、米国より日系人大学生・大学院生 59

名が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等

の積極的な発信を目指し、平成 28年 1月 12日から 1月 19日までの 7泊 8日の日程で

プログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

米国 59名 

 

３．訪問地 

東京都(全員)、福岡県(29名)、宮城県(30名) 

 

４．日程    

1月 12日（火） 羽田国際空港・成田国際空港より入国 

1月 13日（水） 来日時オリエンテーション、【講義】内閣府 

        【視察】海外移住資料館 

1月 14日（木）～1月 17日（日） 

2つのグループに分かれ、各地方を訪問 

1. グループＡ：福岡県 

【歴史文化視察・体験】大宰府天満宮、能楽体験、木うそ絵付体験 

【表敬・交流】福岡市、ホームステイ 

【学校交流】西南学院大学 

 

2．グループＢ：宮城県 

【地域概要講義】仙台市プロモーション課 

【交流】ホームステイ 

【学校交流】宮城学院女子大学 

【歴史文化視察・体験】松島、こけし絵付体験 

 

1月 18日（月） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

1月 19日（火） 羽田国際空港/成田国際空港より出国 
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５．KAKEHASHI Project プログラム記録写真  

米国（日系人青少年）訪日団第 2陣の記録 

 

 

1/13【講義】内閣府（東京） 1/14【学校交流】西南学院大学（福岡市） 

 

 

1/14【学校交流】宮城学院女子大学（仙台市） 
1/15【歴史文化視察・体験】能楽体験（福岡

市） 

 
 

1/15【地域概要講義】仙台市プロモーション

課（仙台市） 
1/18報告会（東京） 
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６．参加者の感想   

 

◆ アメリカ 学生 

 このプログラムは、第二外国語を学ぶ重要性についての私の思いを強くしました。私

は、たくさんの魅力的な人と出会い、話すことができて、とても幸せでした。顧客サー

ビスのレベルと家庭でのもてなしは、私の期待の更に上をいくものでした。アメリカで

は見ることのない、お互いを尊重し合い、そして非常に気遣いを示すことに、不慣れな

感じを覚えたくらいでした。特にお互いを尊重し、責任感を持つという面で、アメリカ

は、日本から学べることが多くあると思います。さらに、私にとって、日本のプロダク

トデザインの革新性は大変感心させるものでした。アメリカのビジネスも、日本のデザ

インをもっと研究すれば、経済的成功が増えるだろうと思います。帰国後に、ソーシャ

ルメディアに私の経験を掲載し、友達と共有したいと願っています。日系アメリカ人と

して、今回の経験は、非常に貴重なものでした。 

 

◆ アメリカ 学生 

 私が最も感銘を受けたことは、この国の文化と人々にどっぷり浸れたことです。今回

の旅行のキーワードをひとつ挙げるとしたら“親切”という言葉でしょうか。宮城学院

女子大学の学生、ホームステイ先の家族、その他かかわって下さった方々と出会って、

もっと日本を旅行してさらに詳しく日本と日本の文化について知りたいという思いが

強くなりました。これらの人々との触れ合いがなかったらこの発見の旅は不完全なもの

になっていたことでしょう。音楽、食べ物、買物、新幹線、博物館は旅に華を添えてく

れました。日本の人々は本当に温かく私たちを迎えいれてくれ、とてもお世話になりま

した。この様な機会に恵まれて、日本人の誠実な特質に触れることができ、心からに感

謝します。 

 

◆ アメリカ 学生 

 日本の国全体の先進性に深く印象付けられました。6年前にも来日しましたが、大き

く様変わりしたように思います。男性中心の社会から女性は職場においても優れた人材

であるとみなされる国へと変貌したようです。また、ホームステイはとても楽しかった

です。今回の旅のハイライトだったと思います。ホストファミリーとの交流は素晴らし

いものでした。私自身の祖先にとても近いルーツをもつ家族との交流は極めて刺激的で

した。ルーツは似ていても文化はまるで違っていました。長く残る思い出を作ることが

できたことに感謝しています。 

 

◆ アメリカ 学生 

 日本は、素晴らしい人達がいる本当に美しい国です。誰もが非常に親切で、尊敬の念

を表してくれます。日常の生活面で、日本人の価値観が良く分かります。私は、日本が

いかに環境にやさしい国かということに、大変感銘を受けました。地面や道路にごみは

ありません。トイレはいつも清潔で、全てのごみはリサイクル、または最良の方法で廃

棄されています。互いに気を遣い、そして環境に気を配る道徳観にとても感心させられ

ます。ホームステイ先のお母さんは、片言の英語にも関わらず、私達を歓迎し、私達に
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素晴らしい経験をさせてくれようと一生懸命で、その心遣いや親切さに感動しました。

日本人の生活が垣間見えたホームステイは、本当に楽しかったです。観光地、神社、博

物館に行くことも一つですが、日本人と生活を共にすることは、私自身も一人の日本人

として暮らすことができ、日本の本当の姿を体験・理解することが出来ました。私はこ

のプログラムを通して多くのことを学べたと感じています。そして、帰国後、日本につ

いて共有するこがとても楽しみです。 

 

 

７．参加者の帰国後の発信内容（報告会での）例/ 派遣国での発信内容 

  

日本での気づき アクションプラン 

  

日本で行ったこと ホームステイでの経験 

 


